
願真卿有対物と無対物 

願真卿の書 

願真卿の書を所蔵する財団が、複製物を正当に所有する出版社
が発行した出版物について販売差止と廃棄を求めた。 

 美術の著作物の原作品の所有者でない者が、有体物
としての原作品に対する所有者の排他的支配権能をおか

すことなく原作品の無体物としての著作物の面を利用
しても、原作品の所有権を侵害するものとはいえない。 

最ニ判590120 

 美術の著作物の原作品は、それ自体有体物であるが、同時に無体物であ
る美術の著作物を体現しているものというべきところ、所有権は有体物を
その客体とする権利であるから、美術の著作物の原作品に対する所有権は、
その有体物の面に対する排他的支配権能であるにとどまり、無体物である
美術の著作物自体を直接排他的に支配する権能ではない。 
 原作品の所有権者はその所有権に基づいて著作物の複製等を許諾する権利
をも慣行として有するとするならば、著作権法が著作物の保護期間を定めた意
義は全く没却されてしまうことになる 
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